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市町村名 本部町

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑤ 有機リサイクル推進事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章－３－（７）－キ

魅力と活力ある農山漁村地域の
振興と脱炭素社会への貢献

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
令和4～5年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
畜産農家の経営の安定と体質強化のほか、環境に配慮した生産体制を構築するため、家畜排せつ物を町内農業で循環させるために必要となる備
品の整備を行う。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　　R５　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R4年度 R4年度（繰越） R5年度 R6年度 R7年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 16736

(b)予算現額 13507

(c)増減額(b-a) ▲ 3,229 0 0 0 0

(d)繰越額 13,507

A．計(b+d) 13,507 13,507 0 0 0

B．執行済額 0 13,507

うち交付金充当額 0 10,805

次年度繰越額 13,507

執行率（％）(B/A) 0.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
新型コロナ感染症の影響で半導体の確保が困難となり、機材の納期が大幅に遅れることとなったため、備品購入費13,507
千円を繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

ホイールローダーの購入　1台
堆肥運搬車の購入　1台
マルチチッパーの購入　2台

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

活動目標（指標）としていたホイールローダー1台、堆肥運搬車1台、マルチチッパー2台の購入を完了した。

堆肥管理備品の購
入完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R4年度
(繰越）

R5年度

【参考指標】
家畜排せつ物の受入

目　標

実　績

R6年度
目標値

（　年度）

堆肥管理備品の購入完了

目　標

実　績 購入完了

2139トン

進
捗
状
況
説
明

成果目標（指標）としていたホイールローダー1台、堆肥運搬車1台、マルチチッパー2台の購入を完了することができたが、備品導入の完
了が令和5年8月末まで食い込んだため、排せつ物の受入開始が遅れることとなった。また、堆肥化施設の規模から、当初、あぐー豚生産
農場の年間排出量の1/3（稼働初年度となる令和5年度は、年間受入想定量の半分を目標値として設定）を受入可能と想定していたが、家
畜排せつ物の一時保管場所を施設とは別で確保することができ、受入量を増やしたことで目標値以上の家畜排せつ物を受け入れることが
できた。

購入完了

571トン

堆肥管理備品の購
入完了



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

堆肥化が十分でない家畜排せつ物（生ふん）は汚物感が強く臭気や作物の生育障
害をおこし悪影響を与えるため、堆肥化には好気性微生物による十分な腐熟期間
をとることが不可欠となる。
　地域内の循環型農業を達成するためには、家畜排せつ物の受入から、十分な堆
肥化期間をとり、地域内生産農家へ適宜還元していくことが求められる。

　家畜排せつ物の受入及び生産農家への堆肥還元について、期間、量のバ
ランスをコントロールしながら利用拡大を図っていく。

今後の取り組み方針

今後も継続的に家畜排せつ物の適正な処理と耕畜連携による土づくりに取り組み、地域内の資源循環型農業を促進する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

13,507 13,507 10,805 2,702

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○備品購入は指名競争入札により実施しており、備品価格、
業者選定方法ともに妥当であったと考えている。

本部町

13,507千円

備品購入費

13,507千円

㈱ヨシダ機器サービス
1,320千円

コマツカスタマーサポート㈱
6,083千円

(有)本部自動車
6,104千円

マルチチッパー２台

ホイールローダー１台

ダンプトラック１台


